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 今年は、食事を一緒にしながらおしゃべりや紙芝居、ゲームなどなど企画しています。 

『ボランティア』という共通の話題や情報を交換できる場です。時々出会うあの人この人、 

素敵な発見ができるのではないでしょうか。 

そして、新たなきずなが生まれたり、強いきずなができることを期待しています。 

みんなで、たのしい・楽しい・愉しい交流会にしてみませんか？ 

 お気軽にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

          

平平成成 2255 年年度度  ボボラランンテティィアア交交流流会会のの  

      おお知知ららせせ  

  

  

日時  平成２６年２月１７日（月） 

    １１：３０～１５：３０ 

場所  西区地域福祉センター ３階大会議室 

 

対象  ボランティアセンターに登録している方及びグループ 

 

内容  会食と交流 

     詳細については１月中旬以降にお問い合わせください。 

     なお、登録グル―プへは、１月中旬以降にご案内いたします。 

参加費 ３００円（お弁当代の一部として） 

 

申込・問合せ 

    西区社会福祉協議会   ☎２９４－０１０４ 

 

共催  西区ボランティアグループ連絡会 

西区ボランティアセンター利用者連絡会 

西区社会福祉協議会 

mailto:vorasennishi@hotmail.com


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 【10 月 25 日】 

西区ボランティアまつり 大雨の中がんばりました!! 【11 月 3 日】 

 １１月３日（日）広島サンプラザ近隣公園で西区ボランティアまつり（西区民まつりのひとつのブ

ースとして）を開催し、点字体験・おりがみ体験や小物作りを兼ねた介護相談、ボランティアクイズ、

共同募金活動を行いました。始まる前から降っている雨のため、会場はあちこち池のような状態で来

場される方が少ないのではと懸念しながら開始しました。今回初めて参加された宮島工業高校の男子

生徒３名にこのときの感想を聞きました。 

助成を受けて 
大同生命厚生事業団は福祉活動やボランティア活動に励む個人や団体を支援する取り組みをしてお

り、この度「男のつどい」が『シニアボランティア活動助成』に応募し、助成を受けることができま

した。 

「男のつどい」の活動は、車椅子の講習会や外出支援、各施設のイベントの手伝い、障害児者宅の

バリアフリー化を手伝ったり、併せて木工教室や児童デイサービスなどで、障害のある人たちと一緒

に木のおもちゃ作りをしています。 

「男のつどい」では、助成を受けたことをきっかけに大いに勉強してボランティア活動の向上に励

みたいと思います。                        男のつどい  藤井 忠臣 

 

記事大募集!!  
登録されているボランティアさん、

一年間の活動報告をしてみませんか？ 

活動の様子や感想、ＰＲしたい事など

記事を募集中です。 

お待ちしておりま～す！ 

 日本に来て２か月 初めてのボランティア【10 月 5 日】                   

私は盧秋璇
ろしゅうせん

と申します。 

今年 8 月に中国から来日しました。ボランティアとして、2013 年 10 月 5 日に第 27 回の西区

福祉まつりに主人と一緒に参加しました。当日の活動を通じて、私たちはたくさんのことを学びま

した。 

任された内容は、食事コーナーでのテーブルを拭くことと、おもちゃ作りキットの準備でした。

今回の活動のきっかけで、ほかのボランティアの方々と知り合うことができました。 

来場の皆様と一緒におもちゃを作ることもできました。日本の伝統的な獅子舞・和太鼓の演奏など

は私にとって、人生の初めての経験でとても面白かった。 

日本に来て、早々にボランティアとして福祉まつりに参加し、日本での生活が充実できました。

いい想い出になります。少なくとも日本文化を少し理解できました。そして、夫婦二人に参加でき

る貴重な機会を提供していただき、本当にありがたいです。 

今後、このようなボランティア活動があれば、ぜひ参加させていただければと思います。  

       盧秋璇
ろしゅうせん

 

 

 募金活動のボランティアとして参加しまし

たが、天候が悪く、参加者も少なくて残念でし

た。しかし、足場を良くするために、溝を掘っ

たりしたので、達成感はありました。 

武内 子竜 

 
 

 武内君に誘われ、暇だったので、なんと

なく参加しました。溝堀りは地面がグチャ

グチャで靴が汚れて嫌だったけど、喜んで

くれる人がいたので良かったです。 

田尻 光 

 

 11 月 3 日の西区民まつりに赤い羽根募金活動のボランテ

ィアとして参加しました。当日は残念なことに、雨が降り、

地面がドロドロで、靴が濡れたり汚れたりして、最悪なコン

ディションでした。そのため、募金活動の前に溝堀りをして、

テント周りの水はけを良くする作業が入りました。結構しん

どいなぁと感じましたが、周りの人が優しく声をかけてくれ

たりして、楽しかったです。 

常松 洸希 

 

募金活動の様子 

 第 15 回皆賀園まつり 10 月 26 日（土）に参加しました。前日までの雨の影響が心配されましたが

時々暖かい日差しにも恵まれ、多くの来園者で賑わっていたようです。 

 ステージでは和太鼓や神楽、歌や踊り、ソーラン踊り等盛りだくさん。館内での催し物や地域団体に

よる出店が美味しそうなものをたくさん提供されていました。餅つきや焼き芋の実演コーナーや野菜や

花の販売場。特に利用者のみなさんが作った焼きたてのパンのコーナーは大人気で長蛇の列ができてい

ました。 

 地域の皆さまもこの催しを楽しみにされているのが良くわかります。私は生活雑貨の担当。バッグや

石鹸、髪飾りや箸置き等すべて手作り、たくさんの品ぞろえでどれくらい売れるのか心配でしたが元気

な利用者さんの呼び込みの声のおかげで好調な売れ行きでした。 

 イベントの運営も手際よく、職員の方々の我々ボランティアに対する対応もスマートで気持ちよく活

動させてもらった一日でした。                    男のつどい  土井 和宣 

http://www.google.co.jp/url?q=http://blog.livedoor.jp/kisetu_sozai-illust/tag/%E7%A5%AD%E3%82%8A&sa=U&ei=6IWuUvLKL4GHlAWt4YDIBg&ved=0CEQQ9QEwDTgU&usg=AFQjCNEW0eIew8oTaqz3-aaJSXfvkU6p5g
http://www.google.co.jp/url?q=http://kids.wanpug.com/illust218.html&sa=U&ei=CI2uUor9LIjUkwWi6IHoBQ&ved=0CCoQ9QEwADgo&usg=AFQjCNHYGz5YWqu7AV8WzYx8hDgJQJwNLw


 

活動中お邪魔しま～す！ 

 今回は、手話サークル「月の輪」 

の活動にお邪魔しました。手話 

サークル「月の輪」は井口公民 

館を活動拠点にし、毎週月曜 

9:30～12:30 に手話の学習を 

中心に活動されています。 

 同じ井口にある「デイサービス“ツクイ井口”」から手話の

紙芝居などで交流をとの要望があり、11 月 25 日(月)14 時

より手話の挨拶、手話を交えた紙芝居（手作り!!）、手話歌と

いうプログラムで交流されました。総勢 13 名のメンバーが参

加。高齢の方々と一緒に和やかなひと時を過ごすことができ

ました。紙芝居は東日本大震災がテーマ。たんぽぽの綿毛が

震災を受けた女の子の希望とともに広がっていくという内

容。迫真の演技さながらの豊かな表現力だったので、見てお

られた高齢の方々のその女の子への『頑張って！』という応

援の声が聞こえるようでした。 

 最後に高齢の方々お一人お一人と握手をし、和やかな雰囲

気の中終了となりました。 

 その後、ツクイの職員の方より定期的な交流をしてほしい

との声もありました。 

 この紙芝居は井口公民館まつりでされたとのこと。「月の

輪」の皆さんが、身近な言語として手話が多くの人に理解さ

れるよう願いながら活動されていることが実感できました。 

ボランティア募集します!! 

障害児者交流事業 もちつき交流会 

 今年度も障害者団体等と協力してもちつき交流会を開催します。たくさんの皆さんが参加されるので、多くの

ボランティアさんの力が必要です。障害のある人と一緒にお餅つきを楽しみませんか？ 

  日時   平成 26 年 3 月 1 日（土）11:00～13:30 

※活動時間 ９：４０～１４：００（都合のいい時間帯でもかまいません） 

  場所   夢トピア（観音新町３－９－９） 

  活動内容 杵つき、会場案内、受付、餅を丸める、駐車場係など 

  持参物  エプロンと三角巾、上靴 

  その他  交通費は自己負担でお願いします。食事は雑煮など一緒にいただきます。 

       当日自家用車で来られる方は、事前にお知らせください。 

収集活動情報シリーズ その２ 

【ペットボトルのキャップは何に役立つ？】 

西区ボランティアセンターでは収集ボラン

ティア活動を支援しています。集められたペ

ットボトルのキャップ（エコキャップ）は、

次のように活用されています。 

NPO 法人エコキャップ推進協会が、「再資

源化することで【CO２を削減】し、再資源化

で得た売却益で【発展途上国の子供たちにワ

クチンを贈る】ことを目的に回収活動をして

います。ポリオワクチンは 860 個で一人分

になります。広島市では（株）西原化成（南

区出島）が回収先となっています。 

なお、西区ボランティアセンターに持ち込

まれたキャップは、ボランティアさんが回収

先に届けてくださっています。 

この広報紙のすべての問合せ及び申込 

 広島市西区社会福祉協議会（則信・原田）  

Tel294-0104／ Fax291-7096 

http://www.google.co.jp/url?q=http://kids.wanpug.com/illust218.html&sa=U&ei=2ZKuUuabM4fTkwW7tICgBg&ved=0CDAQ9QEwAw&usg=AFQjCNGUs96zj5hjvykwnsV0LXf2aA5xPQ
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